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研究成果の概要（和文）：　モラルジレンマ討論を「考え，議論する」道徳授業の教授法の１つとして提案し，
中学生を対象として縦断研究を行った。
　その結果，以下の3点を成果として挙げる。①「考え，議論」できる道徳授業の実施方法について提案した。
②社会性，道徳性，考え，議論する力について縦断研究を行うことにより，小学生から中学生にかけての発達を
明らかにすることができた。今後はこれらの知見を活かして，「考え，議論する」道徳授業や道徳教育の改善に
努める。

研究成果の概要（英文）：I proposed a discussion on moral dilemmas as a teaching method for “
thinking and deliberating” on moral education classes and conducted a longitudinal study with 
students.
The results evinced the following points: (1) the proposal of an implementation method for “
thinking and deliberating” on moral education classes, and (2) a clarification of the development 
from elementary to junior high school through a longitudinal study on sociality, morality, and 
thinking and deliberating skills.

研究分野： 教育心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　2018年から実施されている「考え，議論する」道徳授業を実施できるように，「考え，議論する」ことのでき
る教授法のひとつとして，モラルジレンマ討論を取り上げた。同時に，他国の道徳授業との比較も実施した。ま
た，「考え，議論する」ことのできる道徳授業を受けている生徒を対象として，道徳性および考え，議論する力
について縦断的研究を行った。これらにより，「考え，議論する」道徳授業を実施する際に工夫をする点，3年
間にわたる生徒の発達を明らかにすることができた。これらの知見は，すでに一部は取り組まれているが，今後
の教材やテキストの開発，研修や教員養成科目の改善に生かしていくことで，社会還元を目指す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９，Ｆ－１９－１，Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
学習指導要領の改訂にあたり，「考え，議論する」道徳授業をどのように行うかが様々な立場

から議論されている。しかし，従来の道徳授業（国内外問わず，心情の読み取りが多かった）と
は異なる，考えたり，議論したりすることを活性化させるための教授法や新しい道徳的教育課題
に対応した教材は少なく（藤澤・内藤，2015），その効果も実証的に検討されてはいない。そこ
で，子どもたちが多様な考え方や価値について広く議論し，考えを深めることのできる教授法や
教材を開発することが早急に必要とされる。さらに，「考え，議論する」道徳授業が始まったの
は 2018 年であり，考えたり，議論したりする子どものスキルやその発達は十分には明らかにさ
れてはいない。そのため，「考え，議論する」ことのできる教材の開発に先立ち，これらのスキ
ルの発達を明らかにする必要がある。 
ところで，日本の道徳教育は，教員養成に関しては大学の教職課程，教員研修は都道府県市区

町村の教育委員会，実際の道徳授業は学校に任されて，包括的に研究されている（永田・藤澤，
2010a，2010b，2012）。そこで，本研究では，道徳授業および道徳性，社会性および考え，議論
する力の発達を対象として検討する。 
永田・藤澤（2012）は北海道から沖縄までの小学校・中学校教師 3,500名程度（回収率＝35.8％）

を対象とし，これまでの道徳授業（以下，従来型道徳授業）においてどのように道徳授業が行わ
れているかを調査している。その結果，小中学校ともに話合いやロールプレイが最も多く用いら
れていることが明らかにされた。よって，従来型道徳授業では他者の心情を考えたり，他者視点
を取ったりすることが可能であったと考えられる。 
一方，「考え，議論する」道徳授業の実施を考えるときに，①中学生が従来型道徳授業の中で

十分に考えたり，議論したりすることができているか，②他者の心情を考えることが困難な非定
型発達児に対応した道徳授業ができているかの 2 点において検討の余地が残される。①につい
て，従来型道徳授業における話合いでは，道徳性や規範意識が低下するという発達段階を迎える
中学生（藤澤，2009，藤澤，2015）はほかの学年と比べ，話合いにおいて自分の考え（発話）
を産出しにくく，議論が活性化されない可能性がある。②について，国内外において従来型道徳
授業では心情の読み取りが重視されてきているが，発達には多様性があり，人の心を推論したり，
人の心について考えたりすることが困難な子ども（非定型発達児）がおり，それらの子どもに対
応した道徳教材が作成されてはいないことが明らかにされる（Senland & Higgins-
D'Alessandro ，2013）。そこで，今まで以上に発達の多様性も考慮した道徳授業を検討する必要
があると考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究では，第一に，中学生（特別支援学級の生徒を含む）を対象とし，道徳性や社会性およ

び考え，議論する力の発達について，縦断研究を行うことにより，発達の方向性を明らかにする
（研究 1）。第二に，それらの発達に基づき，ある価値について自分自身を含め，様々な他者視
点や道徳の発達段階が異なる考え方について広く考え，議論することのできるモラルジレンマ
討論（以下，MDD）を参照することにより，道徳教材を開発し，「考え，議論できる」授業の進
め方を提案する（研究 2）。 
 
３．研究の方法 
研究 1の方法 
参加者：X 年に，首都圏の公立中学校に在籍する中学 1 年生（X 年入学），2 年生（X－1 年入
学），3 年生（X－2 年入学），X＋1 年に在籍する，1 年生（X＋1 年入学），2 年生（X 年入学），
3 年生（X－1 年入学），X＋2 年に在籍する 1 年生（X＋2 年入学），2 年生（X＋1 年入学），3 年
生（X 年入学）であった。具体的には，1 年生に関して，X 年入学 141 名（女子＝67 名），Ｘ＋
1 年入学 165 名（女子＝79 名），Ｘ＋2 年入学 129 名（女子=69 名）であった。2 年生に関して，
Ｘ－１年入学 120 名（女子＝70 名），Ｘ年入学 132 名（女子＝63 名），Ｘ＋1 年入学 159 名（女
子=74 名）であった。3 年生に関して，Ｘ－2 年入学 146 名（女子＝71 名），Ｘ－1 年入学 121
名（女子＝70 名），Ｘ年入学 131 名（女子=63 名）であった。なお，調査の回答不備のものは除
外している。 
手続き：毎年，一度，同じ時期に，授業中に担任教諭により，質問紙調査が一斉に実施された。
研究の実施に先立ち，研究倫理審査を受けた。その後，研究協力校の校長に本研究の趣旨を説明
し，本研究への協力の同意を得た。続いて，研究協力者の保護者に本調査について文書で説明し，
同意のない家庭を協力者から除いた。さらに，研究実施時にも協力者に対し，本研究への参加の
有無を尋ね，不参加と回答した生徒を本調査対象者から除いた。なお，特別支援学級の結果は対
象者が限定的になるため，本報告書から除外されている。 
調査内容： 
多次元共感性尺度（Davis，1983）：Davis (1983) により開発された多次元共感性尺度の日本語
版（桜井，1988）が使用された。この尺度は視点取得，想像，共感および苦痛の 4 つの下位尺



度から構成されており，全部で 28 項目である。これらの項目について，4 件法で回答が求めら
れた。各項目について，「当てはまらない」から「当てはまる」に 1 点から 4 点が割り当てられ
た。 
簡易版中学生・高校生用社会的視点取得検査（荒木・松尾, 2017）: 荒木・松尾（2017）により
開発された簡易版中学生・高校生用社会的視点取得検査が使用された。本検査は見開き 1 頁か
らなり，左面にモラルジレンマストーリー，右面に質問項目と選択肢が掲載されている。 
コミュニケーションスキル尺度（上野・岡田，2006）:この尺度は，聞く話す，非言語，アサー
ションおよび話し合いの 4 つの下位尺度から構成される。各項目に対して，当てはまらないに 0
点～当てはまるに 3 点が割り当てられた。 
得点化： 
多次元共感性尺度（Davis，1983）：視点取得，想像，共感，苦痛の 4 つの下位尺度ごとに合計
得点が算出された。α係数に関して，因子の順に，.62, .66, .52, .71 であった。得点が高いほど，
各因子の要素を持っていることを示す。 
簡易版中学生・高校生用社会的視点取得検査（荒木・松尾，2017）: 本検査の採点マニュアルに
従い，下記の通り，得点が割り当てられた。1.8 点, 2.2 点, 2.5 点, 2.8 点, 3.2 点, 3.5 点, 3.8 
点, 4.2 点, 4.5 点, あるいは 4.8 点であり，得点が高いほど社会的視点取得能力が高いことを示
す。  
コミュニケーションスキル尺度（上野・岡田，2006）:マニュアル（上野・岡田，2006）に従い，
聞く話す，非言語，アサーションおよび話し合いの 4 つの下位尺度ごとに合成変数が算出され
た。得点が高いほど，それぞれの因子の要素を強く持つことを示す。 
 
研究 1の結果と考察 
 3 年間の協力者の多次元共感性，社会的視点取得能力，コミュニケーションスキルの各下位尺
度得点について分析した。 
多次元共感性 
各学年別に，各下位尺度得点を従属変数，入学年および性別を独立変数とした二要因の分散分

析を実施した。その結果，1 年生に関して，入学年には有意差があった（視点取得：F（2，378）
＝12.1，p＞.001，偏η2＝.06；共感：F（2，378）＝5.3，p＞.01，偏η2＝.03）。Bonferroni 法
を用いた多重比較の結果，視点取得と共感が有意であった（視点取得：p＞.01；共感：p＞.05）。
視点取得に関してＸ年入学とＸ＋2 年入学の生徒は X＋1 年入学の生徒よりも得点が高かった。
共感に関して，Ｘ＋1 年入学の生徒はＸ＋2 年入学の生徒よりも得点が高かった。性差について
すべてが有意であり（視点取得：F（1，378）＝14.7，p＞.001，偏η2＝.04；想像：F（１，378）
＝32.5，p＞.001，偏η2＝.08）；共感：F（1，378）＝6.2，p＞.05，偏η2＝.02；苦痛：F（１，
378）＝9.5，p＞.01，偏η2＝.03），男子よりも女子において得点が高かった。2 年生の入学年に
関して，視点取得が有意差であった（Ｆ（2，370）＝3.5，p＞.05，偏η2＝.02）。Bonferroni 法
を用いた多重比較の結果，有意であり（p＞.05），X－1 年入学の生徒は X 年入学の生徒よりも
得点が高かった。性差についてすべてが有意であり（視点取得：F（1，370）＝17.2，p＞.001，
偏η2＝.05；想像：F（１，370）＝20.2，p＞.001，偏η2＝.05）；共感：F（1，370）＝11.0，
p＞.01，偏η2＝.03；苦痛：F（１，370）＝21.6，p＞.01，偏η2＝.06），男子よりも女子におい
て得点が高かった。3 年生に関して，性差についてすべてが有意であり（視点取得：Ｆ（1，375）
＝34.7，p＞.001，偏η2＝.09；想像：F（１，375）＝25.6，p＞.001，偏η2＝.07）；共感：F（1，
375）＝7.4，p＞.01，偏η2＝.02；苦痛：F（１，375）＝7.9，p＞.01，偏η2＝.02），男子より
も女子において得点が高かった。これらの結果より，男子よりも女子において共感性のいずれの
側面も高いことが示唆された。一方，新教授法開始以前の 2 年生において視点取得の得点が高
いことから，道徳授業における心情の読み取りのウエイトが低下している可能性が示唆される。 
社会的視点取得能力 
学年別に，社会的視点取得能力得点を従属変数，入学年と性別を独立変数とした二要因の分散

分析を実施した。1 年生について，性別の主効果が有意であり（F（1，435）=4.0, p>.05, 偏η
2＝.01），男子よりも女子において得点が高かった。入学年の主効果に有意差はなかった。2 年生
について性別の主効果が有意であり（F（1，411）＝3.9，p＞.05，偏η2＝.01）男子よりも女子
において得点が高かった。入学年の主効果に有意差はなかった。3 年生について入学年×性別の
交互作用，入学年，性別が有意であった（交互作用：F（1，398）＝3.1，p＞.05，偏η2＝.2；
入学年：F（2，398）＝2.4，p＞.10，偏η2＝.2：性別：F（1，398）＝20.6，p＞.01，偏η2＝.05）。
そこで，入学年について単純主効果の検定を行った結果，男子において有意であった（F（2，
194）＝3.6，p＞.05，偏η2＝.03）。Bonferroni 法を用いた多重比較の結果，Ｘ－2 年度入学よ
りもＸ－1 年度入学において得点が高かった（p＞.05）。 
これらの結果より，性別に関して社会的視点取得能力は男子よりも女子において高いことが

明らかになり，藤澤（2019）の結果が再現された。一方，入学年に関して，考え議論する道徳授
業開始年よりも後の入学生において，社会的視点取得能力の高い傾向が男子においてみられた。
この結果は女子においては見られなかった。しかし，女子の方が男子よりも高得点であったこと
から，女子において社会的視点取得能力が伸びていないのではなく，天井効果がみられていた可
能性が残される。これらの結果より，考え議論する道徳授業に教授法を変更したのちも，「心情
の読み取り」に関しても能力は同じように育まれていることが示唆される。 



コミュニケーションスキル 
学年別に，入学年および性別を独立変数とした二要因の分散分析を行った。その結果，1 年生

はすべての下位尺度において，学年差はなかった。非言語において，男子よりも女子において得
点が高かった（F（１，410）＝36.5，p>.001，偏η2＝0.1）。2 年生は，非言語，アサーション，
話し合いにおいて有意であった（非言語：F（2，389）＝3.3，p>.05，偏η2＝.02；アサーショ
ン：F（2，389）＝4.5，p>.01，偏η2＝.02；話し合い：F（2，389）＝4.0，p>.05，偏η2＝.02）。
Bonferroni 法を用いて，多重比較を行った結果，アサーションと話し合いが有意であった（ア
サーション：p＞.05；話し合い：p＞.05）。アサーションはＸ－1 年入学よりもＸ＋1 年入学とＸ
年入学において高かった。話し合いはＸ－１年入学よりもＸ年入学において高かった。性別に関
して，非言語では男子よりも女子において得点が高かった（F（１，389）＝4.8，p>.05，偏η2

＝0.01）。3 年生に関して，入学年と性別の交互作用が有意であった（聞く話す：F（2，373）＝
3.5，p>.05，偏η2＝.02；非言語：F（2，373）＝4.1，p>.05，偏η2＝.02；アサーション：F（2，
373）＝4.8，p>.01，偏η2＝.03；話し合い：F（2，373）＝4.3，p>.05，偏η2＝0.02）。以上の
結果より，1 年生は入学年による差はなく，小学校 6 年生までに身に着けているコミュニケーシ
ョンスキルに関して入学年度による違いがないことが明らかにされた。2 年生はＸ－１年入学よ
りも考え議論する道徳授業開始後（Ｘ年入学およびＸ＋1 年入学）に入学した生徒において一部
のコミュニケーションスキルが高くなっており，考え議論する道徳授業の教育的効果があるこ
とが示唆される。一方，3 年生は入学年による差はなく，考え議論する道徳授業の教育的効果は
示唆されなかった。これらの結果より，開始した年度よりも，2 年生という発達時期に考え議論
する道徳授業の効果がある可能性が示唆された。 
 
研究 2の方法 
手続き 
教科書・専門書の分析：国定教科書として出版される道徳教科書（8 出版社×3 学年）に目を通
し，どのようなストーリーが扱われているか，どのような内容項目が取り上げられる傾向にある
かを調査した。また，教師や教職学生が「考え，議論する」道徳授業を行えるようになることを
目的として市販されている道徳授業関連のテキストや補助教材を収集し，どのような補助教材
が必要とされているか，どのような内容項目が取り上げられているかについて調査した。 
道徳授業の観察：定期的に中学校および特別支援学級の道徳授業を参観した。教室後方にデジタ
ルビデオカメラが設置され，黒板および教師，そして生徒の声を中心に録画された。すべての録
画は発話プロトコルが作成されたが，だれがどの発話をしたかはわからないように，ナンバリン
グがなされた。本研究の実施に先立ち，本学の倫理審査を経た後に，学校，教師，保護者に説明
がなされ，同意した人のみ，本研究の対象者とされた。 
分析および教材作成の方法：文献調査及び授業参観の結果をもとに，MDD の形式を用いて，モ
ラルジレンマ教材の試作を行った。また，高校生の「公共」向けのモラルジレンマ教材の試作を
行った。教材開発には，モラルジレンマを用いたストーリーの作成だけではなく，指導案サンプ
ル，板書案，補助資料（絵や図版）の開発も同時に行った。これらについて，教職学生を対象と
して，模擬授業を実施し，実際の使用に耐えうるか検証を行った。必要に応じて，ストーリー，
指導案サンプル，板書案，補助資料（絵や図版）の修正を行った。また，現職の教職関係者から
コメントを求め，さらに修正を行い，実際の授業で使用できるように修正をした。 
 
研究 2の結果 
 小学生を対象とした，MDD の形式を用いたモラルジレンマ教材を出版した（久保田・藤澤，
2019）。また，高校生を対象とした，「公共」向けの教材を出版した（藤澤，2019）。そして，「考
え，議論する」道徳授業の進め方について，Figure1 および Figure2 に示したように，道徳授業
の初学者および経験者向けにモデルを提案した（藤澤，2019）。なぜならば，導入が長すぎたり，
授業時間内にまとめまでを終えることができなかったりする道徳授業が見られたため，おおよ
その授業展開について参照することができる指標が求められると判断されたからである。これ
により，「考え，議論する」道徳授業の進め方や時間配分などについてどうすればよいか困って
いる教師（道徳授業初学者）には授業を進めるための目安としてもらうことができると考えられ
る。なお，このモデルは現職教師の道徳授業初学者だけではなく，教職課程に在籍する，これか
ら道徳授業を実施することになる教職学生にも参照してもらうことができるように作成してい
る。 
 
４．研究成果 
本研究では，第一の目的は，中学生（特別支援学級の生徒を含む）を対象とし，道徳性や社会

性および考え，議論する力の発達について，縦断研究を行うことにより，発達の方向性を明らか
にすることであり（研究 1），部分的にも明らかにすることができた。第二の目的は，それらの
発達に基づき，ある価値について自分自身を含め，様々な他者視点や道徳の発達段階が異なる考
え方について広く考え，議論することのできるモラルジレンマ討論（以下，MDD）を参照し，
道徳教材を開発することにより，「考え，議論する」ことのできる授業の進め方を提案すること
であった（研究 2）。研究助成期間に得られたこれらの研究知見について，専門書，教科書，教
材，辞典，論文を刊行し，社会還元に努めた。 



Figure1：「考え，議論する」道徳授業の流れ（経験者用） 

 

 

Figure2：「考え，議論する」道徳授業の流れ（初学者用） 
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